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平成30年9月4日

千葉市長熊谷俊人様

千葉市市民局指定管理者選定評価委員会

会長小野寺浩一

指定管理者の行った公の施設の管理に係る評価について（答申）

平成30年4月16日付け30千市総第22号で諮問のありました標記の件について、
別紙の中央区役所部会からの報告のとおり答申します。
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平成30年8月8日

千葉市市民局指定管理者選定評価委員会
会長小野寺浩一様

千葉市市民局指定管理者選定評価委員会
中央区役所部会

部会長淡路睦

指定管理者の行った公の施設の管理に係る評価について（報告）

平成30年4月16日付け30千市総第22号で、千葉市長から諮問のあった標記の件
について、本部会において審議した結果、下記のとおり議決したので報告します。

記

1 指定管理者の行った施設の管理に係る評価（平成29年度分）について
（議決日平成30年7月13日）

（1）千葉市中央区蘇我コミュニティセンター
ア市の作成した年度評価案の妥当性について

市の作成した年度評価案の内容は、妥当であると判断される。

イ管理運営のサービス水準向上、業務効率化の方策、改善を要する点等について
（ア） 備品の管理については、施設の維持管理に必要となる基本的な業務であるこ

とから、市とも協力し、早急に備品台帳の整備を行われたい。
（イ） 駐車場の混雑緩和への対応については、利用者間の調整には市も関与しなが

‘ら、相乗りや公共交通機関利用促進などにインセンテイブを与える工夫にも取
り組まれたい。

（ウ） 施設の利用促進に当たっては、 SNSの活用やイベント時に合わせた周知な
ど積極的に実施している点は評価できるが、更なる利用促進に向け、今後は、
近隣地域以外の地域への周知についても取り組まれたい。

（エ） 利用者の意見交換会である「お茶会」については、提案事業であるにもかか
わらず未だ実施されていない。利用者意見を踏まえたサービス向上を図るため、
確実に実施されたい。

（オ） 指定管理者の財務状況については、提出された計算書類等の資料に基づいた
判断であることを前提とするが、増収増益していること及び貸借対照表の状況
を勘案し、倒産・撤退のリスクはないと判断される。


